
滋 賀 県

ひろげよう、
　  美しいまちづくりの輪

先人のこころを未来へ先人のこころを未来へ先人のこころを未来へ先人のこころを未来へ



　わたしたちのふるさと滋賀は、美しい自然と歴史と人々の生活が

ひとつになって、うるおいのある湖国の風景が形づくられてきまし

た。しかし、時の移り変わりとともにその姿もしだいに変貌し、必

ずしも自慢できる面ばかりではなくなってきました。

　風景は、地域の文化をうつし、人々の心に大きな影響を与えます。

わたしたちに心のよりどころと安らぎを与えてくれる美しいふるさ

との風景は、滋賀の人々が昔から守り育て、伝えてきてくれたわた

したちの大切な財産であるとともに、未来からのあずかりものです。

は じ め に



　湖国の風景を守り育てるため、わたしたちは、美しい県土づくり

の輪をひろげ、県、県民、事業者がひとつになってふるさと滋賀を

親しみと愛着、そして誇りを持てるものとし、これを次代の人々に

引きついでいくため、「ふるさと滋賀の風景を守り育てる条例」を

昭和60年７月からスタートさせました。

　県全体の風景をよりよくしていくためには、みなさんの自主的で

活発なまちづくり活動が必要なことから、この条例では、自治会や

町内会などで、建物の形や色の調和、敷地の緑化などについてお互

いにとりきめを結ぶことができる協定制度を設け、みなさんのまち

づくり活動をすすめやすくして、人と人との心のふれあいのなかで、

あたたかいふるさとづくりをすすめていただけるようにしています。

　この事例集は、風景条例に基づく「近隣景観形成協定」を締結し、

地域ぐるみでまちづくりに取り組んでおられる地区を紹介したもの

で、美しいまちづくりを進めようとされている県民のみなさんに、

少しでもお役に立てるようにと作成したものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年３月
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心なごむふるさとの風景のために。

　ふるさと滋賀の風景を守り育てていくためには、県民のみなさんとともに美しい県土づくり

の輪をひろげていくことが大切です。

　風景条例では、美しいまちづくりに対する、みなさんの自主的で活発な活動をささえ、促進

するため、近隣景観形成協定の制度を設けています。

　近隣景観形成協定の制度は、みなさんが自治会や町内会などを単位として、建物の形態、意

匠、色彩や緑化など、地域の風景を守り育てていくうえで大切なことがらについてのとりきめ

をお互いに結んでいただき、相互に協力して美しいまちづくりをすすめていただこうとするも

のです。

　このようなまちづくりの協定を結ぶときは、次の事項について定めるものとしています。

(1)　協定の名称、目的およびその対象となる土地の区域に関する事項

(2)　建築物または工作物の形態、意匠、色彩等の調和、緑化、樹木等の保全等景観形成に関し

必要な事項

(3)　協定の有効期間に関する事項

(4)　協定の変更または廃止の手続に関する事項

　結ばれた協定が、次にかかげる内容を満たしており、その地域の風景を守り育てるうえで役

立つ内容のものであるときには、知事は、市町長の推せんにより、近隣景観形成協定として認

定し、協定を結んだ人々の努力をたたえるとともに、その協定を多くの人に知っていただくた

め、協定の内容を発表（公表）することにしています。

(1)　自治会、町内会等の区域その他相当規模の一団の土地の区域を対象として締結されている

こと。

(2)　協定に係る区域内の土地または建築物等を所有し、または管理する者の3分の2以上の合意

により締結されていること。

(3)　建築物等の形態、意匠、色彩の調和、緑化および樹木等の維持管理その他の保全に関する

事項が定められていること。

(4)　協定の有効期間が5年以上であること。

　近隣景観形成協定の認定を受けた地域で、協定の関係者が美しいまちづくりのために行う事

業について、県は市町と共に援助をしています。
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